
福岡市埋蔵文化財調査報告書第８９５集

２００６

福岡市教育委員会

博 多１０９

博
多　
１
０
９

―　博多遺跡群第１５１次調査の報告　―

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
八
九
五
集

二
〇
〇
六

福
岡
市
教
育
委
員
会



福岡市埋蔵文化財調査報告書第８９５集

２００６

福岡市教育委員会

博 多１０９
―博多遺跡群第１５１次調査の報告―

HKT－１５１遺跡略号０４８２遺跡調査番号

天神　４９分布地図番号博多区呉服町８５・８６地　　番

１６２．８㎡調査面積１６２．８㎡調査対象面積２７４．７７㎡開発面積

平成１７年２月７日～３月２３日調査期間



序　　文
　玄界灘に面して広がる福岡市は、古くから大陸との玄関口として発展し、市内には豊かな自然と多
くの遺跡が残されています。これらは私たちの暮らしに潤いを与え、豊かな生活環境を作り出してい
ます。私たちはこれらの遺跡を後世に伝えていくことを願い、さまざまな形で遺跡の保護・活用に取
り組んでいます。
　その一方で、最近の都市の発展により新しい開発事業が数多く手がけられ、そのために重要な遺跡
が破壊され、失われつつあるという厳しい現実があります。当教育委員会ではこれらの遺跡について
はあらかじめ事前に発掘調査を行い、先人の足跡を後世に残せるよう、その記録保存に努めています。
　本書は博多区上呉服町地内における博多遺跡群第１５１次調査の成果を報告するものです。この調査
により、１２世紀から１７世紀にかけての重要な遺構、遺物を確認することができ、この地域での貴重な
資料を得ることができました。
　本書が文化財保護への理解と協力を得られる一助となるとともに、学術研究の資料として御活用い
ただけましたら幸いと存じます。
　最後になりましたが、発掘調査から本書の刊行に至るまで費用負担など多くのご協力を頂いた株式
会社朝倉不動産をはじめとする関係者の方々に対し、心より謝意を表します。

　平成１８年３月３１日
福岡市教育委員会　　　　　　
教　育　長　植　木　とみ子

例　　言
１．本書は共同住宅建設に先立って福岡市教育委員会が平成１７年２月７日から平成１７年３月２３日にか

けて行った博多遺跡群第１５１次調査の調査報告書である。
２．本書に掲載した遺構実測図の作成は、大塚紀宜のほか、藤島志考、佐藤圭悟、井上玲那が行った。
３．本書に掲載した遺物実測図の作成は大塚、藤島が行った。なお遺物の採拓で篠原明美、古城恭子

の協力を得た。
４．本書に掲載した写真の撮影は大塚が行った。
５．本書に掲載した挿図の整図は大塚、藤島が行った。
６．本書で用いた方位は座標北である。
７．本書で用いた座標は国土座標第Ⅱ系を使用している。座標北は真北から０°１９′西偏する。
８．本書で使用した遺構の呼称は、溝状遺構を SD、井戸・井戸状遺構を SE、土坑を SK、柱穴・

ピットを SPと略号化している。
９．遺構・遺物番号は基本的に各々通し番号で、重複はなく、一部欠番が生じる。
１０．本書に関わる記録・遺物などの資料は福岡市埋蔵文化財センターに保管される予定である。
１１．本書の執筆・編集は大塚が行い、７．動物遺存体については屋山洋（福岡市教育委員会埋蔵文化

財課）が執筆し、銭貨については片多雅樹（福岡市埋蔵文化財センター）の協力を得ている。
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第１章　はじめに

１．調査に至る経緯
　２００４年（平成１６年）２月２４日付けで、株式会社朝倉不動産　代表取締役末石晃氏より福岡市博多区

上呉服町８５・８６地内における共同住宅建設にともなう埋蔵文化財の有無についての照会が申請された。

これをうけて埋蔵文化財課では申請地が周知の遺跡である博多遺跡群の範囲内に位置することから、

埋蔵文化財課では関係者と協議を重ねた結果、建物の建築予定部分については建物基礎が遺構面に影

響を与えることから建築範囲について発掘調査による記録保存を図ることとし、平成１７年２月から３

月にかけて発掘調査を実施した。

　調査に先行して、建築工事に伴う矢板打込み、表土搬出を行い、その後に調査を開始した。調査は

２月７日より作業員による遺構検出、遺構掘削を行い、以後３度にわたる廃土搬出を行いながら人力

による遺構検出、遺構掘削を行い、３月２３日に調査を終了した。

　発掘調査の実施にあたっては、株式会社朝倉不動産をはじめ関係者の方々に多大な御理解と御協力

をいただきました。ここに記して感謝いたします。

２．発掘調査の組織
事業主体　株式会社朝倉不動産
調査主体　福岡市教育委員会
調査総括　埋蔵文化財課　課長　山口譲治
庶務担当　文化財整備課　御手洗清（平成１６年度）
　　　　　　　　　　　　鈴木由喜（平成１７年度）
事前審査　埋蔵文化財課事前審査係　久住猛雄
調査担当　埋蔵文化財課調査第２係　大塚紀宜
調査作業　石川洋子　泉本タミ子　伊藤美伸　乾俊夫　桑原美津子　柴田博　田中トミ子　濱地静子　林厚子
　　　　　播磨千恵子　平井武夫　吹春憲治　北條こず江　水野由美子
　　　　　藤島志考　佐藤圭悟　井上玲那（福岡大学文学部）
整理作業　篠原明美　古城恭子　
　　　　　藤島志考（福岡大学文学部）

Fig. 1　調査区周辺地図（１ /１０００）

104104次104次

84次

151151次151次

74次

35次



第２章　調査概要

１．調査概要

　調査地点は福岡市博多区上呉服町８５・８６に位置する。博多遺跡群全体のなかで今回の調査地点は遺

跡群のほぼ中央部に位置する。聖福寺の西側にあたり、通称「博多浜」の北側砂丘鞍部に立地する。

現況の標高は６．７mを測る。調査面積は１６２．８㎡である。

　調査は地表下１～１．２mの暗灰色土上層を第１面として調査を開始し、各遺構面の調査が終了次第、

順次下層に掘り下げて調査を進めていった。調査を実施した遺構面は５面にのぼる。なお、矢板打ち

込みの深度が浅く、第２面以下は調査区周囲から１～２mの間隔を確保しながら掘削せざるを得な

かったため、下面の調査区ほど調査面積が狭くなっている。

　現地の基本層序の大略は、第１面以下、暗灰褐色土、暗黒灰褐色土、黒灰色砂、明褐色砂となる。

第１面以上は、矢板によって土層観察は行えなかったが、掘り下げ時の観察では近世から現代にかけ

て堆積した造成盛り土で、廃材が多量に含まれており、締まりなく柔らかい。各遺構面の設定は、第

１面が先述したとおり暗褐色土層上面で標高５m付近、第２面は暗黒灰褐色土層上面で標高４．４m、

第３面は暗黒灰褐色土層中段で、標高３．９m前後、第４面は黒灰色砂層上面で標高３．６m、第５面は地

山土である明褐色砂層上面で、標高３．１m付近である。

　各遺構面の大まかな年代は第１面が１８世紀頃、第２面が１５～１６世紀、第３面が１３世紀後半～１４世紀

前半、第４面が１１世紀後半～１２世紀後半、第５面が１２世紀前半に該当するとみられる。第５面以下の
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Fig.２　第１面遺構配置図（１ /１２０）
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明褐色砂層は風成砂層で、脆く崩れやすい。また

明褐色砂層内部では人為的な遺構は認められず、

遺物も出土しない。各遺構面で検出された遺構の

一部は上層遺構面で見落とした遺構で、同一面で

の遺構の平行関係が乱れた部分もあるが、各遺構

の年代は出土遺物により判断できると考えられる。

２．第１面の調査

　第１面では土坑、ピットなどを検出した。遺構

面の土質と遺構覆土が近似しており、遺構検出や

遺構掘削の段階で両者が不明瞭になった部分もあ

る。検出できた遺構は、軸線が北北東－南南西を

向くものが多い。

（１）土坑

SK －１０３（Fig.４）

　調査区北東側で検出された土坑で、西側を撹乱

で切られる。平面形は隅丸長方形

状で、断面は浅い皿状を呈する。

床面は平坦で壁は緩く開き気味に

立ち上がる。西側が東側に比べて

１段低くなっており、２基の土坑が

重複して検出されている可能性も

ある。北側壁際に石材が２基位置

しており、壁面の石囲いか基礎の

根石として利用されたものと考え

られる。出土遺物からみて遺構の

時期は１７世紀と考えられる。

出土遺物（Fig.５）

　１は土師器皿。口径８．０cm、底部切り離しは糸切

りで、内外面は横ナデ。２は白磁碗。釉は乳白色の

Fig.３　調査区南西壁面土層図（１/５０）

Fig.４　SK－１０３遺構実測図（１/４０）Fig.５　SK－１０３出土遺物実測図（１/３）

Fig.６　SK－１０８遺構実測図（１/４０） Fig.７　SK－１０８出土遺物実測図（１/３）

１：暗褐色土（炭化物・焼土多）　２：暗褐色土（炭化物・焼土多）　３：暗
褐色土（炭化物多）　４：暗黒灰褐色土（炭化物・焼土多）　５：暗黒灰褐色
土（焼土多）　６：明薄褐色土（炭化物・焼土多）　７：薄暗黒灰褐色土（炭
化物・焼土多）　８：暗黒灰褐色土（炭化物・焼土多）　９：暗黒灰褐色土
（炭化物・焼土多）　１０：暗黒灰褐色土（炭化物・焼土多）　１１：暗黒灰褐色
土（炭化物・焼土多）　１２：薄灰褐色土（焼土多）　１３：暗黒灰褐色土（炭化
物・焼土多）　１４：暗黒灰褐色土（炭化物・焼土多）　１５：暗黒灰褐色土　
１６：暗黒灰褐色土　１７：暗黒灰褐色土　１８：暗黒褐色土　１９：暗黒灰褐色土　
２０：暗黒灰褐色土　２１：暗黒灰褐色土　２２：暗黒灰褐色土　２３：暗黒灰褐色
土　２４：暗黒灰褐色土　２５：暗黒灰褐色土　２６：黒灰色シルト　２７：暗黒灰
色土　２８：黒灰褐色土　２９：黒灰褐色土　３０：黒灰褐色砂質土　３１：明褐色
砂質土
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ガラス質で厚く施釉され、畳付のみ露胎。全体に丸味を帯びた

器形である。３は染付碗。体部は丸味を帯び、口縁は直口する。

外面に鳥文、草木文とみられる文様を染付で描く。文様はかな

り抽象化されている。内面は無文。

SK －１０８（Fig.６）

　調査区の中央やや東よりで検出

された土坑。北側を SK－１０７に

切られる。平面形は隅丸長方形に

近い不整形で、SK－１０３と同様、２

基の土坑が重複して検出された可

能性もあり、断面は浅い皿状を呈

し、床面は平坦で壁はやや開き気

味に立ち上がる。遺構北側で一段

低い楕円形の部分があるが、覆土
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Fig.８　SK－１０９出土遺物実測図（１ /３）

Fig.９　SK－１０９遺構実測図（１ /４０） Fig.１０　SK－１１６遺構実測図（１ /４０）

Fig.１１　SK－１１６出土遺物実測図（１ /３）
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は遺構内の他の部分と大差ない。遺構内から２基の石材が検出され、いずれも円形で扁平な形をして

おり、建物の柱礎石とも考えられる。

出土遺物（Fig.７）

　４～７は土師器皿。４～６は口径は８．０～８．６cmでいずれも底部切り離しは糸切りで、４・５は体部

が直線的に開き、６は体部が緩く内湾する。体部外面は横ナデ。内面は４・５はナデ、６は横ナデ。７

は口径９．６cmとやや大きめで、底部切り離しは糸切り、内外面は横ナデ。８は白磁底部。粗製品で、

器壁や釉表面の細かい凹凸が目立つ。釉は白色不透明で、畳付以外は施釉される。内面見込みと畳付

に砂目痕があり、畳付の砂目は丁寧に削り取っている。高麗後期～朝鮮時代のものと推定される。９

は陶器椀。体部は直線的に開く。全面に施釉され、釉は灰白色で胎土に砂を多く含む。

SK －１０９（Fig.９）

　調査区東側で検出された土坑。遺構北側は覆土と床面の境界が不明瞭で、遺構形状を完全にはとら

えられていない。平面形は隅丸長方形で、ほぼ左右対称の整った形状である。断面は箱形で、床面は

平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

出土遺物（Fig.８）１０～１３は土師器皿。１０は口径が小さく、器高が高いもの。底部は糸切り後ヘラ削

り、体部外面と内面は横ナデ。１１はやや丸味を持った体部で、底部は糸切り、体部外面と内面は横ナ

デ。１２は全体に扁平な形で、底部は糸切り、体部外面と内面は横ナデ。１３は体部が屈曲しながら立ち

上がる。底部は糸切り、体部外面と内面は横ナデ。底部には「申」とみられる墨書がある。１４・１５は

Fig.１２　SK－１１８遺構実測図（１ /４０）
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陶器椀。丸味を持つ体部で、内外面には褐色地に横方向の白色刷毛目を施す。底部はヘラ削りで、高

台内側まで施釉される。唐津焼とみられる。１５は黒褐色の釉が内外面に施釉され、外面はさらに緑色、

白色の釉が重ねて施釉される。体部には凹凸がつく。１６～１８は染付碗。１６は外面に楓、１７は外面に草

花文、１８は内面に線画をそれぞれ描く。１９は染付の猪口で、外面に赤絵で草花などを描く。２０は白磁

合子。器形は花弁状になる。２１は土鈴。

SK －１１６（Fig.１０）

　調査区南東側で検出された遺構で、東側は調査区外に及ぶ。平面形は隅丸長方形になるとみられ、

床面はやや丸く、壁面はやや開き気味に立ち上がる。遺構覆土は暗灰色で遺構面よりわずかに粘性を

持つが、両者とも大差ない。

出土遺物（Fig.１１）

　２２は土師器坏。底部切り離しは糸切りで、体部は直線的に外反する。体部外面と内面は横ナデ。２３

は青磁碗。体部はやや丸味を帯び、口縁は直口する。器壁は厚めである。外面には沈線による蓮弁文

が施文される。２４は染付皿。外面には草木文のような文様を染め付ける。見込みにも文様が描かれる。

２５は青磁の壺または甕とみられる底部である。内外面に緑色透明の厚い釉を施釉し、畳付まで施釉さ

れる。２６～２８は擂鉢。２６は瓦器質で２条１組の擂目が施される。２７は土師質で３条１組の擂目、２８も

土師質で５条１組の擂目が施される。

SK －１１８（Fig.１２）

　調査区北側で検出された土坑。北東側は調査区外に及ぶ。覆土は暗灰色で締まりなく、非常に軟弱

－　6　－

Fig.１３　SK－１１８出土遺物実測図１（１ /３）
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だったため、当初は撹乱とみて掘り下げを行ったが、遺物

がまとまって出土したことから遺構として報告する。遺構

全体の平面形は隅丸長方形とみられる。遺構中央部はさら

に一段不整形に掘り下がり、さらに北側にも床面レベルの

異なる平坦面を持つ掘り込みがみられるなど、複数の遺構

が重複して検出されたものとみられる。

　中央の掘り込みは、床面は平坦で東西の壁は比較的垂直

に立ち上がり、南北の壁は緩く開き気味に立ち上がる。ま

た北側の掘り込みは床面が平坦で壁は比較的垂直に立ち上

がる。遺物の大半は中央部の掘り込み内から出土している。

出土遺物（Fig.１３・１４）

　２９～３６は陶器椀。２９・３０は小形で、２９は内外面に黄褐色

の釉を施釉する。３０は内面は釉が厚めで黒褐色を呈し、外

面は畳付を除いて褐色釉がかかる。３１は体部が内湾気味に

立ち上がるもので、畳付以外は施釉され、内外面は褐色の

地に横方向の白色刷毛

目を施す。３２は体部が

直線的に立ち上がり、

口縁端部は内側に張り

出す。内面に横ナデ成

形の痕跡が明瞭に残る。

高台内面と畳付以外は

施釉され、釉は緑色透

明のガラス質。３３は体部が直線的に開くもので、器壁は薄い。内

外面に褐色釉がかかり、白色釉が重ねて施釉される。３４は体部が

横に開き、内外面に灰色釉と白色刷毛目が施釉される。見込みに

釉剥ぎ、砂目が残り、高台端部に砂が付

着する。３５は全体に明褐色を呈し、見込

みに船、船頭をかなり抽象化したモチー

フの絵を描いている。絵柄はかなり抽象

化されているが、同様のモチーフは類例

がある。３５と同形同色の無文の碗は SK

－１１８内から他に多数出土する。３６は大

型の椀で内外面は緑褐色釉に横方向の白

色刷毛目を施す。見込みは釉を輪状に�

き取る。以上の陶器椀は唐津焼とみられ

る。

　３７・３８は白磁の猪口でセットとみられ

る。作りは粗く、不整形である。３９は白

磁瓶。釉は灰白色で透明。４０は白磁碗。

Fig.１４　SK－１１８出土遺物実測図２（１/４）

Fig.１５　SK－１２０遺構実測図（１/４０）

Fig.１６　SK－１２０出土遺物実測図（１/３）
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釉は灰白色で透明。他の染付と同型同大である。

　４１～４３は染付碗。４１は外面に褐色の地に鉄絵で花文などを描く。

内面は無地。高台内面に「福」字を意匠化して描く。４２は外面に

芒状文を描き、底部に３条の横線を施す。４３は外面に草木文様を

描き、底部に３条の横線を施す。４４は染付大皿で、内面には風景

とみられる絵を描く。高台内面には「大明年製」の銘が書かれて

いるが、これは偽銘で「製」の字もかなり崩れている。

以上の染付は肥前系とみられ、３７～４０の白磁も同産とみられる。

SK －１２０（Fig.１５）

　調査区北側で検出した遺構で、SK－１１８を切る。平面形は楕円

形に近い隅丸長方形で、西側がやや丸くなる。断面は箱形で、床

面は平坦で、壁は直に立つ。遺構覆

土は暗灰褐色で遺構面と大差ない。

出土遺物（Fig.１６）

　４５・４６は土師器皿。４５は底径がや

や小さく、体部は直線的に開く。４６

は体部がやや丸味を帯びる。４５・４６

とも底部は糸切りで、体部外面と内

面は横ナデ。４７は陶器椀。畳付を除

き高台内まで施釉され、見込みには

砂が付着する。４８は白磁小碗。体部

は直線的に開き、口縁は軽く外反し、

端部は削って面取りする。口縁端部

と内面の釉を剥ぎ取り、口禿げとする。４９は石鍋。口径１４．０cmと小形で、口縁下に突帯を削り出す。

５０は陶器擂鉢。須恵質で灰色を呈する。外面はナデで、粘土接合部付近は強く指圧する。内面に３条

１組の擂目を施す。

SK －１２６（Fig.１７）

　調査区西側で検出された遺構で、遺構西側は矢板近くのため掘削不能で、遺構東半分のみの掘削と

なった。平面形は方形で、やや胴が張る。床面は平面で、壁面には石材を４～５段積み上げて壁とし

ている。石材は多くが２０cm以下の小形の石で、自然石を粗割りしたものを使用している。石の積み

方は比較的丁寧で、石材の隙間はほとんどない。また、石組みのコーナー部分は角が明瞭でなく、や

や丸味をもっており、これは土坑掘方壁面を連続して石材が積まれたことを示している。覆土は暗黒

灰色土で、遺構面とほとんど同じ土質である。

出土遺物（Fig.１８）

　５１は土師器皿。底径は小さく、体部は軽く外反しながら大きく開く。底部切り離しは糸切りで、体

部外面と内面は横ナデ。５２・５３は土師器坏。底部と体部の屈曲部は丸味を帯び、体部は直線的に開く。

底部は糸切り、体部内外面は横ナデ、見込みはナデ。５３は底部中央に焼成後の穿孔をもつ。全体に作

りが雑で歪みが大きい。底部は糸切り、体部外面と内面は横ナデ。５４は青磁碗。体部は丸味を持ち、

器壁が厚い。外面に蓮弁文と片彫り状の縦沈線を施す。上の花弁と下の縦線は対応しない。５５は染付

皿または小碗。外面に横線と縦線で文様を染付け、内面も横線を施文する。５６は染付碗で、外面には

－　8　－

Fig.１７　SK－１２６遺構実測図（１/４０）

Fig.１８　SK－１２６出土遺物実測図（１/３）
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幾何学文様、内面には横線を施文

する。５７は陶器擂鉢。胎土は須恵

質で、東播系とみられる。内面に

は５条１組の擂目が切られる。口

縁端部は内側に張り出し、外面は

横ナデて仕上げる。

３．第２面の調査

　第２面では溝状遺構、

土坑、ピットなどを検

出している。土坑のな

かには積み石を伴う墓葬的な遺

構も含まれる。なお調査区南側

のSD－２０２以南は土質がやや軟

弱で安定せず、明瞭な遺構はほ

とんど検出できなかった。

（１）溝状遺構

SD －２０２（Fig.２０・２１）

　調査区中央を西北西－東南東

方向に走る溝で、調査区内で現

代の井戸（SE－１２８）、SK－２０４

に切られ、東西２ヶ所に大きく

分かれる。東側部分は検出時で

幅５０cm、深さ２０cmで、溝内に

１０～２０cmの自然石が詰まった

状態で検出される。西側は

８０cm～１m幅の掘方が検出さ

れ、その中で５０～７０cmの幅で

石材が集中する部分がある。東

西の溝の方向はわずかにずれて

Fig.１９　第２面遺構配置図（１ /１２０）

Fig.２０　SD－２０２西側遺構実測図（１ /４０）

Fig.２１　SD－２０２東側遺構実測図（１ /４０） Fig.２２　SD－２０２出土遺物実測図１（１ /６）

SP-202

SK-204

SK-221

SK-208

SK-215

SK-217
SD-202

SK-209

Y=
-5
43
70

X=65985

0 4m

H=4.6m

0

1m

1m

0
H=4.8m

20cm

058

59



いるが、全体とし

ては同一の遺構と

してほぼ直線的に

延びていくものと

考えられる。

出土遺物（Fig.２２

・２３）

　５８・５９は板碑。

砂岩製で、いずれ

も SD－２０２東側

部分で出土してい

る。５８は板碑頭部

で、幅 １５．０cm、

残存高２０．０cm、

厚さ７．３cm。三角

形の頭部直下に横

方向の沈線を２本

刻み、その下に段

を設ける。表面と

横面は平滑で、裏

面は粗割りの状態

で凹凸が目立つ。

碑面に刻まれた種

子は「バク」（釈

迦如来）とみられ

るが、刻字付近の

凹凸が大きく、文

字は不明瞭である。

５９は板碑下部で、

幅８．０cm、残存高

３１．６cm、厚 さ

８．０cm。表面は加

工時の鑿痕が多数

残る。横面や裏面

は粗割りに近い状態で、凹凸が残る。５８と５９が同一個体かどうかは現段階では不明。

　６０は土師器皿。底部は糸切りで、体部外面と内面は横ナデ。６１～６３は土師器坏。６１はやや小形で、

底部は糸切り、体部は直線的に開き、端部はやや太く丸める。底部は糸切りで体部外面と内面は横ナ

デ。６２は体部が直線的に開き、底部は糸切りで体部外面と内面は横ナデ。６３は体部器壁が厚く作られ、

体部と底部の境界の粘土返りをナデて仕上げる。底部は糸切りで体部内外面は横ナデ、見込みはナデ。

６４～６６は青磁碗。６４はやや丸味を持つ体部で、外面に片彫りによる鎬蓮弁文を施文する。釉は緑色ガ

－　10　－

Fig.２３　SD－２０２出土遺物実測図２（１ /３）
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ラス質で厚く施釉される。６５は直線的に開く体部で、外面に片

彫りによる鎬蓮弁文を施文している。釉は暗緑色ガラス質で透

明。６６は口縁部を外反させ、端部は上方に尖る。内面は縦に

削って花弁状にする。釉は緑色ガラス質で半透明を呈し、厚く

施釉される。６７は土師器の鍋。体部は直線的に開き、口縁は素

口縁である。外面には煤が厚く付着して黒色を呈する。内面は

横ハケ、外面には指圧痕が残る。６８・６９は擂鉢。６８は須恵質で、

内面は４本１組の擂目が切られる。外面は横ハケ後、ナデ。６９

は胎土が灰赤褐色で硬質を呈し、備前系の可能性が高い。体部

はやや丸味を持ち、素口縁で上面はナデて面取りする。内面に

４本１組の擂り目を施し、外面はナデで指圧痕が多数残る。７０

は瓦質の火鉢で、外面は２本の突帯と菱形のスタンプを施し、

内面は横ハケ。

　７１は滑石製品で、棒状を呈する製品の一部とみられる。先端４ cmの部分は面取りされ、断面は８

角形を呈する。下半部分は断面は４角形を呈する。製品の性格や用途は不明。

（２）土坑

SK －２０４（Fig.２４）

　調査区ほぼ中央部で検出し

た土坑で、SD－２０２を切る。

平面形は隅丸長方形で、遺構

軸線は SD－２０２とほぼ平行

する。断面形は箱形で、床面

はやや凹み、壁は緩く開いて

立ち上がる。遺構覆土は暗褐

色土で、遺構面の土質と大差

ない。

出土遺物（Fig.２５）

　７２～７７は土師器皿。７２は小

形で器高が高いもので、口径

６．６cm。口縁部の１ヶ所にの

み黒斑があり、灯明皿に使用

されたとみられる。内外面と

も横ナデで底部は変則的な糸

切り。７３も７２と同形でやや大

きめ。底部糸切り、体部内外

面は横ナデ、見込みはナデ。

７４・７５は全体に扁平な器形で

底部は糸切り、内外面は横ナ

デ。７６も７２と同型とみられる。

底部は糸切りで、内外面は横

Fig.２４　SK－２０４遺構実測図（１ /４０）

Fig.２５　SK－２０４出土遺物実測図（１ /３）
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ナデ。７７は底部と体部の屈曲が甘く、底部は糸切りで板状痕が残る。

体部内外面は横ナデ、見込みはナデ。７８は土師器坏で、底部は糸切

り、体部は緩く開く。体部内外面は横ナデ、見込み中心部はナデ。

　７９は青磁皿。底部はやや上げ底で、体部は丸く立ち上がる。釉は

緑色ガラス質で透明。内面のみ施釉しており、外面と底部は露胎。

８０・８１は青磁碗。８０は釉は薄緑色ガラス質で透明。見込みは輪状に

釉を�き取る。８１は浅い体部に屈曲する口縁をもつ。内面に４ヶ所

の目痕がつく。畳付に目痕はない。釉は灰緑色ガラス質で半透明。

８２は土錘。全体に寸胴な形である。８３・８４は陶器鉢で、別個体。い

ずれも備前系とみられ、胎土は赤褐色で緻密。８３は口縁が屈曲して

立ち上がり、外面に２

条の沈線が入る。８４は

内面に８条１組の擂り

目を確認できる。

SK －２０８（Fig.２６）

　調査区北東側で検出

された土坑で、一部を

SK－１１８に切られる。

平面形は楕円形に近い

隅丸長方形で遺構軸線

はほぼ南北を向き、長さ１．５m、幅０．９mを測る。床面は北から

南に緩く傾斜し、壁は床からほぼ垂直に立ち上がる。遺構の形

状からみて土壙墓の可能性が高い。

出土遺物（Fig.２７）

　８５は小形で器高が高いもので、口径７．０cm。底部は糸切りで

板状痕が残る。８６～８８は土師器坏。８６は体部が直線的に開く。

底部糸切りで、体部内外面は横ナデ、見込み中心部はナデ上げ。

８７は体部が外反しながら大きく開くもの。８８は底部から丸く立

ち上がり、口縁が軽く外反する。底部は糸切りで、体部内外面

は横ナデ。８９は瓦質の鉢で、胎土は薄灰色でやや軟質。外面は

ナデ、内面は横ハケで、端部は横ナデて面取りする。

SK －２０９（Fig.２８）

　調査区北東側で検出した土坑で、北側を SK－２０８

に切られる。遺構軸線は SD－２０２の方向に近い。平

面形は隅丸長方形で、断面は鉢形を呈し、東壁は緩く

開いて立ち上がる。床面は不整形で、壁面も緩い凹凸

がある。

出土遺物（Fig.２９）

　９０は陶器鉢。胎土は須恵質で、明青灰色を呈し緻密。

口縁は断面三角形状で、口縁上面に砂目がつく。内面

－　12　－

Fig.２６　SK－２０８遺構実測図（１/４０）

Fig.２７　SK－２０８出土遺物実測図（１/３）

Fig.２８　SK－２０９遺構実測図（１ /４０）

Fig.２９　SK－２０９出土遺物実測図（１ /３）
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に薄緑色の釉が施される。９１は青磁碗。釉は薄緑色ガラス質で、厚く施

釉される。口縁端部には輪花がある。

SK －２１２（Fig.３０）

　調査区北東側で検出された土坑で、東側は調査区外に及ぶ。平面形は

隅丸長方形に近い不整形で、断面は箱形を呈する。床面はほぼ平坦で、

壁はやや開き気味に立ち上がる。覆土は暗褐色で、遺構面とは明瞭に区

別される。

出土遺物（Fig.３１）

　９２・９３は土師器皿。９２は体部は丸味をもち、底部と体部の境界は粘土

返りがつく。底部は糸切り、体部外面と内面は横ナデ。９３は体部が高く

立ち上がり、底部は糸切りで板状痕が残る。体部外面と内面は横ナデ。

９４は土師器鍋。口縁端部は屈曲して外反する。外面には煤が付着し、縦

ハケ目痕が残る。内面と口縁上端は横ナデ。９５は碁石。黒色で光沢を帯

びる。

SK －２１５（Fig.３２）

　調査区東側で検出された土坑で、

土坑上部に積石をもつ。遺構軸線は

SD－２０２の方向とほぼ同一である。

積石は長さ１．５m、幅１．１mの範囲で

積まれており、検出面から２０cmの

高さに積まれている。石材は２０～

３０cm大で、自然石を粗割りしたものである。土坑は不整形で、

壁、床面には緩い凹凸が目立つ。土坑内にも石材が若干落ち込

んでいる。遺構の構造からみて、上部に標石をもつ土壙墓と考

えられる。

出土遺物（Fig.３３）

　９６は青磁碗。口縁は外反し、全体に扁平な形になるとみられ

る。見込みに段をもつ。釉は薄青色、ガラス質で半透明。厚く

施釉される。

SK －２１７（Fig.３４）

　調査区東側で検出された土坑で、遺構軸線は SD－２０２の方

向とほぼ同一になるとみられる。平面形は長方形になると考え

られ、床面は平坦で壁は緩く開く。遺構検出面からの深さが浅

く、検出段階でかなり削平されているとみられる。

　遺構内からの出土遺物は少量で、小片が多い。土師器、陶磁

器破片が確認できるが、図示

できるものはない。

SK －２２１（Fig.３５）

　調査区ほぼ中央で検出され

た土坑で、北側の大部分を

Fig.３０　SK－２１２遺構実測図（１/４０）

Fig.３１　SK－２１２出土遺物実測図（１/３）

Fig.３２　SK－２１５遺構実測図（１/４０）Fig.３３　SK－２１５出土遺物実測図（１/３）
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SE －１２８に切られている。平面形は半円形を呈し、床面はほぼ平坦で、

壁はゆるく立ち上がる。

出土遺物（Fig.３６）

　９７は土師器皿。扁平な形態で、体部は低く開く。底部は糸切り、体

部外面と内面は横ナデ。９８は土師器坏。底部と体部の境界は不明瞭で、

丸く立ち上がる。底部は糸切りで板状痕が残り、体部内外面は横ナデ、

見込みはナデ。

４．第３面の調査

（１）土坑・土壙墓

SK －３０１（Fig.３８）

　調査区東側で検出した土坑で北側は調査区外に及ぶ。北側が南側に

比べて１段低くなっており、楕円形と方形の２基の土坑を重複して検出した可能

性が高い。南側は半楕円形で、床面はほぼ平坦で壁は緩く立ち上がる。北側は長

方形で床面は平坦で壁は緩く立ち上がる。

出土遺物（Fig.３９）

　９９は土師器坏。体部が高く立ち上がる形で、底部は糸切り、体部外面と内面は

横ナデ。１００は白磁碗。体部は直線的に開き、口縁端部は尖りながら軽く外反す

る。１０１は青磁碗。体部は直線的に開き、口縁は素

口縁。外面は鎬蓮弁文を彫る。１０２は瓦器鉢。胎土

は須恵質で薄灰色を呈し、緻密。口縁に注口を１ヶ

所設け、外面は横ハケが残る。内面は剥落がひどく

詳細不明。

SK －３０４（Fig.４０）

　調査区北側で検出した土坑で、平面形は方形を呈する。床面は凹み、壁は緩く開き気味に立ち上が

るなど全体に整わない掘方である感じを受けるが、遺構軸線は他の遺構と対応しており、規格性を

持った遺構と見られる。

出土遺物（Fig.４１）

　１０３～１０５は白磁碗で、いずれも口

縁部の釉を剥ぐ。１０３は直線的に開く

体部で口縁が軽く外反する。釉は薄

灰白色ガラス質。１０４はやや丸味を持

つ体部で見込みに段をつける。釉は

白色ガラス質。１０５は大型で、体部は

直線的に立ち上がる。釉は薄灰色ガ

ラス質。１０６・１０７は青磁碗。１０６は口

縁が強く外反する。外面は丸彫り後、

線書きによる鎬蓮弁文を施文する。

釉は青緑色ガラス質。１０７は口縁が外

反し、体部は直立する。内外面とも

－　14　－

Fig.３５　SK－２２１遺構
　　　　実測図（１/４０）

Fig.３７　第３面遺構配置図（１ /１２０）

Fig.３４　SK－２１７遺構実測図（１/４０）

Fig.３６　SK－２２１出土遺物
実測図（１/３）
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素文。釉は緑色ガラス質で厚く施釉される。

SK －３１１（Fig.４２）

　調査区東側で検出された土坑で、遺構東側は調査

区外に及ぶ。平面形は楕円形に近い隅丸長方形にな

るとみられ、小口部分は完全に丸くなる。床面はほ

ぼ平坦で、壁は緩く立ち上がるとみられるが、検出

時でかなり削平され、壁の残りは悪い。

出土遺物（Fig.４３）

　１０８～１１０は土師器皿。１０８は底部と体部の境界が丸

く、全体に丸味を帯びる。底部は糸切り、体部外面

と内面は横ナデ。１０９は体部が直線的

に開き、底部は糸切り、体部外面と

内面は横ナデ。１１０は扁平で底部は糸

切り、体部内外面は横ナデ、見込み

はナデ。１１１は陶器皿。胎土は赤褐色

で、備前系とみられる。体部は直線

的に開き、外面は横ナデ、内面はナ

デ。１１２・１１３は青磁碗。釉は青緑色

半透明で厚く施釉される。畳付は露

胎。１１３は釉は緑色透明で高台内に砂目痕あり。１１４は白磁碗で、口

縁部の釉を剥ぐ。口縁部は軽く外反し、細く尖る。釉は白色半透明

ガラス質。１１５は陶器碗。口縁は折り返して外反させる。外面は露

胎で横ナデ、内面は褐色釉を施釉する。

SK －３１２（Fig.４４）

　調査区中央で検出された土坑。西側を溝に切られるが、溝との前

後関係は不明。平面形は長方形で、床面は緩く凹凸をもち南側に傾

斜する。壁は緩く開くが、検出段階で上部をかなり削平されていて、

詳細は不明。

出土遺物（Fig.４５）

　１１６は土師器皿。扁平な形で、底部は糸切

り、体部外面と内面は横ナデ。１１７・１１８は白

磁皿で、口縁部の釉を剥ぐ。１１８は器高が高

く、体部は直線的に開く。釉は薄灰白色半透

明。１１９は白磁碗。口縁部の釉を剥ぐ。体部

は丸く、口縁部は軽く外反する。１２０・１２１は

青磁碗。１２０は片彫りが施され、蓮弁文を意

図したものとみられる。釉は薄青色ガラス質

で透明。１２１はやや丸味をもつ体部で、素口

Fig.３８　SK－３０１遺構実測図（１/４０）

Fig.３９　SK－３０１出土遺物実測図（１/３）

Fig.４０　SK－３０４遺構実測図（１/４０）

Fig.４１　SK－３０４出土遺物実測図（１/３）
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縁。外面には片彫りで鎬蓮弁文を施文するが、やや下手。

１２２は陶器壺。褐色釉で、口縁は短く直立する。体部は肩が

張らず、丸くおさまる。１２３は石鍋破片。口縁下に突帯を削

り出す。外面は斜め方向のケズリ、内面は横方向ケズリ。

SK －３１５（Fig.４６）

　調査区西側で検出された土坑で、北側はSE－１２８に切られ

る。平面形は隅丸長方形とみられ、床面は平坦で壁は緩く開

く。かなり削平されているが、土壙墓と考えられる。

出土遺物（Fig.４７）

　１２４は土師器皿。底部は糸切りで、底部と体部の境界に粘

土返りがつき、体部は丸く立つ。体部内外面は横ナデ、見込

みはナデ。１２６は青磁皿。口縁は屈曲して外反し、端部は直立する。釉は厚く施釉される。

SK －３１６（Fig.４８）

　調査区南東側で検出された土坑。平面形は隅丸長方形で、床面は平坦で壁は直に立つ。かなり削平

されているが、土壙墓と考えられる。

出土遺物（Fig.４９）

　１２６は土師器皿。底部は糸切りで、体部は丸く開く。体部外面と内面は横ナデ。１２７・１２８は白磁碗

でいずれも口縁部の釉を剥ぎ、口縁端部は削って面取りする。１２７は体部が直線的に開き、口縁は軽

く曲がる。１２８は体部は丸味を帯びる。１２９は青磁碗で、体部は丸味を帯び、素口縁。外面には片彫り

による細めの鎬蓮弁文を施文する。１３０は土錘で、細長く小さなタイプのものである。

SK －３１７（Fig.５０）

　調査区南東側で検出された土坑で、SK－３１６に切られ、遺構東側は調査区外に及ぶ。平面形は長方

形とみられ、SK－３１２と同規模の遺構とみられる。床面は平坦で、壁は直に立ち上がる。SK－３１２・

３１７は規模、形状から方形竪穴土坑とみられる。

出土遺物（Fig.５１）

　１３１・１３２は土師器皿で、底部は糸切りで、体部内外面

は横ナデ。見込みはナデ。１３１は扁平な形態、１３２は器高

が高くなるもの。１３３は陶器の皿または小碗。胎土は暗

赤褐色で備前系とみられる。体部は内湾気味に立ち上が

り、内外面は横ナデ。１３４は青磁小碗。外面にヘラ描き

で鎬蓮弁文を施文する。１３５は白磁碗。体部は大きく開

き、口縁部の釉を剥ぎ取る。

SK －３２１（Fig.５２）

　調査区ほぼ中央で検出した遺構。平面形は楕円形に近

い隅丸長方形で、床面は平坦、壁は開き気味に立ち上が

る。土壙墓と考えられる。

出土遺物（Fig.５３）

　１３６・１３７は土師器皿。いずれも扁平な形で、底部は糸

切りで板状痕が残り、体部内外面は横ナデ、見込みはナ

デ。１３８・１３９は土師器坏で底部は糸切り、体部外面と内

－　16　－

Fig.４３　SK－３１１出土遺物実測図（１/３）
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Fig.４２　SK－３１１遺構実測図（１/４０）
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面は横ナデ。１３８は体部が直立に近いもので、１３９は

体部が大きく開くもの。１４０～１４２は青磁碗。１４０は

丸彫り後、片彫りを施しており、蓮弁文のモチーフ

がかなり崩れた状態とみられる。釉は緑色透明で厚

い。１４１は底部で、外面に蓮弁文と見られる片彫り

をを施文し、釉は緑色透明で厚い。１４２も外面は蓮

弁文を施文したとみられ、釉は薄緑色半透明で厚い。

１４３は白磁碗で、口縁部の釉を剥ぐ。

SK －３２３（Fig.５４）

　調査区西側で検出された土坑で SK－３２４に切ら

れる。平面形は楕円形で、床面から大きく開く断面

形を呈する。周囲の

状況から、土壙墓の可能性が強い。

出土遺物（Fig.５６）

　１４４・１４５は土師器皿。１４４は扁平な形態で、体部は短く開く。底部

は糸切りで板状痕が残る。体部内外面は横ナデ、見込みはナデ。１４５

は底部から体部にかけて丸く開く。底部は糸切りで板状痕が残る。体

部外面と内面は横ナデ。１４６は白磁碗。口縁部は釉を剥ぐ。釉は灰白

色～青白色で透明。１４７は青磁碗。外面には片彫りで鎬蓮弁文を施文

する。釉は緑色透明で厚い。

SK －３２４（Fig.５５）

　調査区西側で検出された遺構。平面形は楕円形で、断面は台形を呈

し、壁は開き気味に立ちあがる。土壙墓と考えられる。

出土遺物（Fig.５７）

　１４８は土師器皿。体部は大きく開く。底部は糸切り、体部内外面は

横ナデ、見込みはナデ。１４９・１５０は土師器坏。いずれも底部は糸切り、

体部内外面は横ナデ。

SK －３２６（Fig.５８）

　調査区南東側で検出された土坑で、東側は調査区外に及ぶ。平面形は長方形とみられ、床面は平坦

である。大きく削平されているが、土壙墓と考えられる。

Fig.４４　SK－３１２出土遺物実測図（１/３）

Fig.４５　SK－３１２遺構実測図（１/４０）

Fig.４６　SK－３１５遺構実測図（１/４０）

Fig.４７　SK－３１５出土遺物実測図（１/３）

0 10cm119

118
121 122

123

120
117

116

H=4.1m

0 1m

H=4.0m

0 1m

124

125
0 10cm



出土遺物（Fig.５９）

　１５１は土師器皿。

小形で、器高はやや

高め。底部は糸切り

で体部外面と内面は

横ナデ。１５２は土師

器坏。底部と胴部の

境界はナデて不明瞭。

底部は糸切り、体部

外面と内面は横ナデ。１５３は白磁坏。底径が小さく、器高が高いタ

イプで、底部は平底、露胎。体部外面は横ナデとヘラ削り、内面は横ナデで、口縁部の釉を剥ぐ。

１５４～１５６は青磁碗。１５４は体部は丸く開き、内外面は無文。釉は薄緑色透明で厚く施釉され、高台内

と畳付は露胎。１５５・１５６は外面に鎬蓮弁文を施文する。釉は緑色透明で厚い。

５．第４面の調査

（１）井戸

SE －４６５（Fig.６１）

　調査区北側で検出した井戸で、南側はSE－１２８に切られ、西

側は調査区外に及ぶ。また、第４面掘削時では完掘できず、第

５面で完掘、記録を行っている。上端掘方は緩い隅丸長方形に

なるとみられ、掘削時の工程に反映されたものであろう。井戸

側は長径９０cm短径７０cmの楕円形で、井戸底のレベルは標高

１．０m前後である。湧水は、現在では井戸底からわずかにしみ

出す程度である。井戸枠は井戸最下部で木板が円形に

並んで検出され、本来は桶枠だったとみられる。木材

は遺存状態が悪く、取り上げられなかった。

出土遺物（Fig.６２）

　１５７～１６１は土師器皿。１５７は体部が緩く開くもので、

底部は糸切りで板状痕が残る。体部内外面は横ナデ、

見込みはナデ。１５８は扁平なタイプで、底部は糸切り、

体部内外面は横

ナデ、見込みは

ナデ。１５９は器

高が高いもので、

底部は糸切り、

体部内外面は横

ナデ、見込みは

ナデ。１６０は体

部が外側に大き

く開くもの。底
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Fig.４８　SK－３１６遺構実測図（１/４０）

Fig.４９　SK－３１６出土遺物実測図（１/３）

Fig.５０　SK－３１７遺構実測図（１/４０）

Fig.５１　SK－３１７出土遺物実測図（１ /３）

Fig.５２　SK－３２１遺構実測図（１ /４０） Fig.５３　SK－３２１出土遺物実測図（１ /３）
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部は糸切り、体部内外面は横ナデ、１６１はやや古

手で、全体に丸味を帯びる。底部はヘラ切りで板

状痕が残る。体部内外面は横ナデ、見込みはナデ。

１６２～１６６は土師器坏。１６２～１６４は底部と体部の境

界が甘いもので底部は糸切りで板状痕が残る。外

面は横ナデ、内面は横ナデとナデ。１６４は胎土が

他と異なり、赤みがかる。１６５は体部が直線的に

開く。底部は糸切りで板状痕が残り、体部内外面

は横ナデ、見込みはナデ。１６６は扁平な形で、器

壁も薄め。底部は糸切りで、体部内外面は横ナデ、

見込みはナデ。１６７～１７１は青磁

碗。１６７は口縁が外反し、外面は

鎬蓮弁文を施文する。釉は薄青

色で半透明。１６８は丸い体部に素

口縁で、外面には鎬蓮弁文を施

文。釉は緑色透明。１６９は外面に

篦描文を施文し、見込みに牡丹

とみられる花文を篦描きで施文

する。釉は明緑色透明で高台内面と畳付を除いて施釉される。

１７０は蛇目高台で畳付も施釉され、畳付に粘土、砂の付着物が

ある。釉は明緑色で不透明。越州窯製とみられる。１７１は見込みに篦描きで蓮花文を描く。釉は青緑

色半透明で畳付以外に厚く施釉される。１７２は白磁皿。体部は大きく開き、口縁は軽く外反する。内

面に篦描文を施文する。１７３・１７４は陶器擂鉢で同一個体

の可能性もある。内面に５条１組の擂り目を施文する。

１７５は陶器甕。外面に縦ハケ痕が残る。１７６は碁石。黒で、

全体に研磨され光沢がある。SK－２１２出土の碁石とほぼ

同大である。１７７は礫石とみられる。全体に自然面を利

用している。

（２）土坑

SK －４１９（Fig.６３）

　調査区東端で検

出された土坑で、

大部分が調査区外

に及び、遺構の全

体像は不明である。

床面はほぼ平坦で、

壁は開き気味に立

ち上がる。覆土は

暗褐色砂質土であ

る。

Fig.５６　SK－３２３出土遺物実測図（１/３）

Fig.５８　SK－３２６遺構実測図（１ /４０）

Fig.５９　SK－３２６出土遺物実測図（１ /３）

Fig.５４　SK－３２３遺構
　　　　実測図（１/４０）

Fig.５５　SK－３２４遺構
　　　　実測図（１/４０）

Fig.５７　SK－３２４出土遺物
実測図（１/３）
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出土遺物（Fig.６４）

　１７８は土師器坏。底部は糸切りで板状

痕が残る。体部は底部から丸く立ち上が

る。体部内外面は横ナデ、見込みはナデ。

１７９は白磁碗。玉縁状口縁で、体部は直

線的に開く。

SK －４２６（Fig.６５）

　調査区中央で検出された土坑で、西側

を SE－４６５に切られ、南側を SK－４２７

に切られており、遺構本来の形状は不明

である。床面は平坦で、壁は開き気味に

立ち上がる。

出土遺物（Fig.６６）

　１８０は土師器碗。小片で、実際の直径

は図より小さくなるおそれがある。外面は横ミガキ、内面は丁寧なナデ。１８１は瓦器碗。外面は横ナ

デ、内面にコテ当て痕が残る。

SK －４２７（Fig.６７）

　調査区中央で検出された土坑。小形で平面形は隅丸長方形に近い。床面は平坦で壁は開き気味に立

ち上がるとみられる。大きく削平されていると推定される。

出土遺物（Fig.６８）

　１８２・１８３は土師器皿。１８２は小形で器高が高いもの。１８３は扁平で体部が大きく開く。底部は糸切り

で板状痕が残り、体部内外面は横ナデ、見込みはナデ。１８４は白磁碗。体部はやや丸味をもち、口縁

は軽く外反する。内面上部に段をもつ。

SK －４３５（Fig.６９）

　調査区中央で検出された土坑で、平面形

は長方形で整った形状である。床面は平坦

で、小口壁は開き気味に立ち上がり、他の

壁は直立する。遺構覆土は黒褐色砂質土。

遺構形状から見て、土壙墓の可能性が高い。

出土遺物（Fig.７０）

　１８５は青磁碗。内面に花弁状の文様が彫

られる。全面施釉され、畳付のみ露胎。

１８６・１８７は白磁碗。１８６は小碗で、口縁が

軽く外反する。釉は薄緑色ガラス質でやや

厚め。１８７は直線的に開くタイプで素口縁。

釉は灰白色ガラス質。

SK －４４８（Fig.７１）

　調査区南端で検出された土坑で、大部分

が調査区外に及び、遺構の全体像は不明で

ある。断面は２段掘り状で、床面は平坦と
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Fig.６０　第４面遺構配置図（１/１２０）

Fig.６１　SE－４６５遺構実測図（１/６０）
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みられ、壁は開き気

味に立ち上がる。覆

土は黒色砂質土であ

る。

出土遺物（Fig.７２）

　１８８～１９０は白磁碗。

１８８は玉縁状口縁を

もつ。１８９は直口する口縁で、釉が厚く施釉される。器壁

は二次比熱を受け、荒れている。１９０は底部で見込みの釉

を輪状に�き取る。釉は薄緑色透明。 

Fig.６２　SE－４６５出土遺物実測図（１ /３）

Fig.６３　SK－４１９遺構実測図（１ /４０）

Fig.６４　SK－４１９出土遺物実測図（１ /３）
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６．第５面の調査

（１）井戸

SE －５０２（Fig.７４）

　調査区東側で検出された井戸。西側を SE－５１８、SE－４６５に切られる。上端

の平面形は隅丸長方形に近く、掘削時の工程に反映されたものであろう。井戸

側は直径５０cmの円形で、井戸底のレベルは標高１．２m前後である。湧水は現在

ではほとんどみられない。井戸枠は井戸最下部で木板が一部井戸側に沿う形で

検出され、本来は桶枠だったとみられる。木材は遺存状態が極めて悪く、取り

上げられなかった。

出土遺物（Fig.７５）

　１９２は土師器皿。底部はヘラ切り後ナデ、体部内外面

は横ナデ、内面はナデ。１９３・１９４は土師器椀。胎土は

明褐色で軟質。外面は横ナデとヘラ削り後横ミガキ。

内面はナデ。１９３は口縁端部を面取りするなど瓦器と共

通する。１９５～１９７は瓦器椀。１９５は外面は横ミガキ、内

面は横方向分割ヘラミガキで、口縁端部内側を面取り

する。１９６は外面は横ナデとヘラ削り後横ミガキ、内面

は斜方向横ミガキで口縁端部外側を面取りする。１９７は外面は横ナデとヘラ

削り後横ミガキ、内面は分割ヘラミガキで口縁端部外側を面取りする。１９８

～２０１は白磁碗。１９８は玉縁状口縁をもち、体部は直線的に開く。釉は薄緑色

透明。１９９は丸い体部で口縁は短く外反する。内面は白堆線で輪花をつくる。

釉は薄緑色透明。２００は体部が直線的に開き、見込みに段をもつ。釉は薄緑

色透明。２０１は高台内に墨書を認めるが、判読不能。２０２・２０３は青磁碗でい

ずれも越州窯産とみられる。２０２は見込

み、畳付に５ヶ所の目痕がつく。釉は緑

色半透明で、畳付のみ露胎。胎土は灰色

で褐色粒が混じる。

２０３はやや上げ底

で、見込みに浅い

段を持つ。胎土は

灰色で黒色粒が混

じる。釉は黄緑～

明緑色で発色にムラがある。２０４は陶器壺口縁部。

外面に櫛描きで波状文を描く。須恵質で外面は黒

く光沢があり、高麗陶器とみられる。２０５は土製

品。ナデ・指押しで成形し、断面はX字を呈する。

用途は不明だが、土錘の一種とも考えられる。

２０６は土錘。小形で、表面は平滑。
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Fig.６５　SK－４２６遺構
　　　　実測図（１/４０）

Fig.６６　SK－４２６出土遺物実測図（１ /３）

Fig.６７　SK－４２７遺構
　　　　実測図（１/４０）

Fig.６８　SK－４２７出土遺物実測図（１ /３）
Fig.６９　SK－４３５遺構実測図（１/４０）

Fig.７０　SK－４３５出土遺物実測図（１ /３）
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SE －５１８（Fig.７６）

　調査区北側で検出された土坑で、西側は調査区外に及び、南側は SE

－４６５に切られていて、遺構の全体像はほとんど把握できない。井戸枠

の一部が検出され、井戸枠径は６０～８０cmと推定される。

出土遺物（Fig.７７）

　２０７は土師器坏。体部は直線的に開き、やや扁平。底部は糸切り、体

部外面と内面はナデ。

（２）土坑

SK －５１４（Fig.７８）

　調査区東側で検出した円形の遺構で、断面は円筒形を呈する。覆土は

灰褐色砂質土。

出土遺物（Fig.７９）２０８は土師器椀。丸底で、外面上部は横ナデ、下部

はヘラ削り後ナデ。内面はナデ。２０９は土師器椀。内外

面とも横ナデ。

７．動物遺存体

　動物遺存体の同定には比較資料として独立行政法人奈

良文化財研究所松井章氏所蔵の現生標本を使用させてい

ただくとともに、多大なご教示を頂いた。第１５１次調査

地点で出土した動物遺存体は１．貝類、２．魚類、３．哺

乳類で、

　１．貝類はアカニシの螺底部が１点出土した。推定殻

高は８㎝弱である。刃物痕・被熱痕はみられない。

　２．魚類はサメ類、フグ類、マダイが出土した。いずれも博多遺跡で多く見られる種である。

　３．哺乳類はイノシシ・シカの陸生哺乳類とイルカ・クジラ類などの海棲哺乳類が出土した。割合

はイルカ・クジラ類の海棲哺乳類が多く、イノシシやシカなど同定できた資料のうちでは約８割が海

棲哺乳類である。また陸生哺乳類の出土部位は頭蓋骨か四肢骨が多いが、イルカ・クジラ類の出土部

位はほとんどが椎骨で次に肋骨が多く、下顎骨や四肢骨の割合は低い。

　出土したイルカ・クジラ類の環椎などの椎

骨や歯は大きさがいろいろあることから、小

型のイルカ類から大型クジラ類まで複数種が

含まれるものと思われる。特に０３０の SK－

１１８から出土した尾椎は椎頭・椎窩共に未骨

化ながら長さ２０．１㎝、関節面の長径１２㎝強を

測る中型鯨類の骨である。（屋山洋）

８．出土銭貨・銅製品

　調査区内の各遺構面・遺構から計５４点の銅

銭が出土した。この銅銭について銘の判読を

試みた結果、３３点について銘を判読もしくは

Fig.７２　SK－４４８出土遺物実測図（１ /３）

Fig.７１　SK－４４８遺構実測図（１/４０）

Fig.７３　第５面遺構配置図（１ /１２０）
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推定できた。判読結果を tab．１・２にまとめてい

るが、出土銭貨の傾向について、おおよそ以下の

ようなことがいえる。

　銭貨からみた年代は第１面が江戸時代以降、第

２面が１０１８年以降、第３面が１１７４年以降に比定で

きる。陶磁器から比定した各遺構面・遺構の年代

観と、出土銭貨の年代とは矛盾しない。また各遺

構面・遺構から出土した銭貨は北宋の時期のもの

が大半である。特に第２面以下は、陶磁器からみ

た実際の年代と銭貨の年代にかなり差がある。こ

れは、北宋の時期に流入した銭貨が以後長期間に

わたって流通していたことを示すものと考えられ

る。また第４・５面からの銭貨の出土がみられな

いが、これは当該時期にこの地点に銭貨が及ぶよ

うな施設が存在しなかったことを示すものであろ

うかとも考えられるが、これは推論の域を出ない。

　また出土した銅製品のうち、２面上包含層から

出土した銅装小刀は、柄部のみ遺存し、細かな菊
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Fig.７４　SE－５０２遺構実測図（１ /６０）

Fig.７５　SE－５０２出土遺物実測図（１ /３）
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紋を打ち込んだ銅板で柄を巻いて

おり、さらに円形の真鍮製装飾板

３枚を、鈴を主成分とする物質で

接着している。表面からは内部の

菊紋は見えない。

　表面に菊文の装飾が施された形

で一度製品化された小刀がどのよ

うな理由で表装を変えたのか、興

味深いところである。

Fig.７６　SE－５１８遺構実測図（１ /４０）

Fig.７７　SE－５１８出土遺物
実測図（１ /３）

Fig.７８　SK－５１４遺構実
測図（１ /４０）

Fig.７９　SK－５１４出土遺物実測図（１ /３）
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時代備考火熱切痕成長度部分２部分１左右部位名小分類大分類地区
１６～１７C初遺存不良椎骨魚類２面上包含層００１
１６～１７C初不明なし１ / ３欠損椎骨サメ類魚類２面上包含層００２
１６～１７C初不明なし殻高８ cm弱螺底部アカニシ腹足類２面上包含層００３
１６～１７C初なしなし骨化済み下面近位側欠損左指骨イノシシ・シカ哺乳類２面上包含層００４
１６～１７C初小片下顎イルカ・クジラ類哺乳類２面上包含層００５
１６～１７C初なしなし未骨化関節板のみ椎骨イルカ・クジラ類哺乳類２面上包含層００６
１６～１７C初両側面にこまかな切痕なしあり不明棘突起のみ椎骨イルカ・クジラ類哺乳類２面上包含層００７
１６～１７C初イヌ咬痕ありなしあり不明四肢骨？海獣類哺乳類２面上包含層００８
１６～１７C初１点は白色化して切痕有り肋骨片　５点海獣類哺乳類２面上包含層００９
１２C後半小骨片哺乳類SP４６４０１０
１５～１６Cなしなし棘突起のみ椎骨イルカ・クジラ類哺乳類SD２０２（西）０１１
１３C後半～１４C初遺存長２．４５cmなしなし歯骨？フグ類魚類SE４６５０１２
１３C後半～１４C初骨片哺乳類SE４６５０１３
１３C後半～１４C初白色化小片哺乳類SE４６５０１４
１３C後半～１４C初なしなし上顎骨もしくは鼻骨頭蓋骨哺乳類SE４６５０１５
１３C後半～１４C初遠端２ / ３を切断　ウシウマ大なしあり遠位端肋骨哺乳類SE４６５０１６
１３C後半～１４C初椎体は刃物により切断されている済み椎体の約１ / ３椎骨イノシシ・シカ哺乳類SE４６５０１７

※現生ハナゴンドウより大なしあり近位端未骨化？表面遺存悪い近位部左？肋骨海獣類哺乳類SE４６５　井戸枠最下層０１８
１７C前半～後半なしナタ状刃物痕骨化済み椎体の一部椎骨イルカ・クジラ類哺乳類SK１０１０１９
１７C前半～後半少し黒色化内面側不明中央部のみ肋骨イルカ・クジラ類哺乳類SK１０３０２０

哺乳類SK１０９０２１
小型種なし刃物による切断骨化済み椎体の一部椎骨イルカ類哺乳類SK１０９０２２
中型種黒色化なし骨化済み？遠位部橈骨海獣哺乳類SK１０９０２３
現生資料（体高３２cm）の２ / ３不明不明骨化済み近位部右尺骨ネコ哺乳類SK１１４０２４

海獣哺乳類SK１１４０２５
１７C前半～１８C１ / ４のみ残存椎骨サメ類魚類SK１１７０２６
１７C前半～１８C細かな切痕とナタ状痕跡なしあり不明一部刃物による切断一部欠損胸骨関連？海獣類哺乳類SK１１７０２７
１７C前半～１８C大型鯨類？不明新しい未骨化小片３点イルカ・クジラ類哺乳類SK１１８　上層０２８
１７C前半～１８C４片のうち１片は接点無しなし側面にナタ状痕跡骨化済み椎体のみ椎骨イルカ・クジラ類哺乳類SK１１８　上層０２９
１７C前半～１８C椎体長２０．１cm、関節面長径約１２cmナタ状痕跡有り椎頭窩未骨化尾椎椎骨クジラ類哺乳類SK１１８　上層０３０
１７C前半～１８C大型鯨類不明新しい？不明椎体の一部のみ椎骨クジラ類哺乳類SK１１８　上層０３１
１７C前半～１８C遺存悪いなし？ナタ状痕跡あり未骨化前右側関節面欠損環椎イルカ・クジラ類哺乳類SK１１８　下層０３２
１７C前半～１８C中型鯨類なしなし椎体小片椎骨イルカ・クジラ類哺乳類SK１１８　下層０３３
１７C前半～１８Cなしあり椎頭窩未骨化椎弓板の一部椎体椎骨イルカ・クジラ類哺乳類SK１１８　下層０３４
１７C前半～１８Cなしあり不明横突起のみ椎骨（腰椎）イルカ・クジラ類哺乳類SK１１８　下層０３５
１７C前半～１８C刃物により後頭骨から切断なしあり不明左右あり後頭顆のみ頭蓋骨イルカ・クジラ類哺乳類SK１１８　下層０３６
１７C前半～１８C小型イルカなし椎弓板に細かな切痕骨化済み前右側関節面欠損環椎イルカ類哺乳類SK１１８　下層０３７
１７C前半～１８Cなしあり不明中央部小片肋骨イルカ類哺乳類SK１１８　下層０３８

小片魚類SK１１９０３９
不明なし不明腰～尾椎椎骨サメ類魚類SK１１９０４０
不明あり（体軸に直交する）下顎縁下顎？イルカ類哺乳類SK１１９０４１
なしナタ痕あり椎頭窩骨化済み椎体のみ連合頸骨の一つイルカ類哺乳類SK１１９０４２

小型種不明なし不明近位端欠損近位部肋骨片イルカ類哺乳類SK１１９０４３
黒色化あり不明鼻骨左頭蓋骨イノシシ哺乳類SK１２４０４４

３点不明なし不明不明海獣哺乳類SK１２４０４５
１７C前半～１８C椎体は刃物により切断不明あり未骨化椎体の１ / ３椎体のみ椎骨イルカ・クジラ類哺乳類SK１２５０４６
１７C前半～１８Cなし両面にあり不明横突起のみ椎骨イルカ・クジラ類哺乳類SK１２６０４７
１７C前半～１８Cなしなし大型突起部欠損右前上顎骨タイ類魚類SK１２７０４８
１７C前半～１８Cなし両側面不明遠端欠損棘突起のみ椎骨クジラ類哺乳類SK１２７０４９
１７C前半～１８C不明あり未骨化海獣？哺乳類SK１２７０５０
１７C前半～１８C小動物 (ネズミ？）の引っ掻き痕あり新しいかも径２．９５cm椎体サメ類魚類SK２０４０５１
１７C前半～１８Cなしなし先端欠損右側欠損前頭骨マダイ魚類SK２０４０５２
１７C前半～１８C長さ５．２７cm　推定径２ cm強なしなし破損筒状鹿角製品シカ哺乳類SK２０４０５３
１７C前半～１８C不明なし不明幹部のみ長骨不明哺乳類SK２０４０５４
１５C～１６C不明あり不明小片哺乳類SK２０８０５５
１５C～１６Cなしなし棘突起のみ椎骨イルカ・クジラ類哺乳類SK２２１０５６
１３C後半～１４C前半なし不明幹部のみ長骨片哺乳類SK３０３０５７
１３C後半～１４C前半なしなし径３．３３cm椎骨サメ類魚類SK３１２０５８
１３C後半～１４C前半白色化なし内蔵骨魚類SK３１６０５９
１３C後半～１４C前半両関節面と側面にナタ状刃物痕ありなしあり骨化済み椎体のみ椎骨イルカ・クジラ類哺乳類SK３１９０６０

なしなし不明近位部第１血管間棘タイ類魚類SK３２２０６１
近世～現代なしなし径３．２６cm椎骨サメ類魚類SE１１５０６２
近世～現代こまかな歯が隙間無く並ぶなしあり不明歯根径４．１㎜下顎骨体不明下顎イルカ類哺乳類SE１１５０６３
近世～現代なしなし遠位部欠損肋骨イルカ類？哺乳類SE１１５０６４
近世～現代なし刃物による切断未骨化内側欠損遠位端関節面大腿骨シカ哺乳類SE１１５０６５

歯はM１のみなしなしM１咬耗少先端からM１部まで先端部左下顎イノシシ哺乳類３面上包含層０６６
不明不明老獣咬耗著しい下顎右M３イノシシ哺乳類３面上包含層０６７
小型　Bp２ cm不明あり骨化済み前側のみ近位部右中足骨シカ哺乳類３面上包含層０６８

なしなし不明下顎縁不明下顎イルカ類哺乳類３面上包含層０６９
径２ cm先端・茎部欠損歯イルカ類哺乳類３面上包含層０７０

なし後面にあり不明先端欠損横突起椎骨イルカ類哺乳類３面上包含層０７１
なしなし骨化済み一部のみ椎体椎骨イルカ類哺乳類３面上包含層０７２

※奈良文化財研究所　松井研究室現生標本と比較

tab.１　出土動物骨一覧



第３章　小結
　今回の調査では計５面の調査面を設定して調査を実施した。各遺構面の時代をまとめると、第１面

が１７世紀後半～１８世紀、第２面が１５世紀～１６世紀、第３面が１３世紀後半～１４世紀前半、第４面が１２世

紀後半、第５面が１２世紀前半頃と推定される。

　各遺構面での遺構の増減、検出遺構の傾向をみると、第１面、第２面で検出された遺構が比較的少

なくなっている。遺構面の土質により遺構検出が困難な側面もあるが、この時期には概して建物など

の構造物の密度は薄かったと想定される。

　第３面で検出された遺構の多くは、土壙墓と推定される楕円形、隅丸長方形の土坑である。この時

期には墓地であった可能性が高い。近隣の聖福寺との関連を考える必要があろう。この時期は本調査

地点付近まで聖福寺の寺域内だった可能性が高い。第４面のピットの密度の高さは、小規模な建物が

建て替えを繰り返しながら立ち並んでいた様相を示している。第４面で検出された土壙墓も本来は第

３面に近い時期のものであると考えられる。さらに第４、５面で井戸遺構が検出されていることから、

第４、５面の時期には周囲が生活の場であったものと考えられる。

　第２面で検出した SD-２０２は、道路遺構に沿う排水溝的なもの、建物の区画溝的なものなどの機能

が推定される。SD-２０２の方向は西隣の第７４次調査で検出されている道路状遺構の方向とほぼ直交する

角度で走るため、両者は強く関連していると推定できる。先に調査された７４次、７６次調査とあわせて、

聖福寺一帯の地割はこの方向で強く規制され、各時代の遺構軸線もこの方向に沿ったものが多数存在

するとみられる。
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tab.２　出土銭貨一覧

tab.３　出土銭貨銭銘表

Fig.８０　銅装小刀実測図（１ /２）

0 5cm

備　　　考銭　　銘出土遺構No．備　　　考銭　　銘出土遺構No．備　　　考銭　　銘出土遺構No．

寛永通寶SK－１１８　上層３７２／４欠損□□××SD－２０２（東）１９太平通寶１面　遺構面１

開元通寶SK－１２４３８寛永通寶SE－１１５２０□□□□１面　遺構面２

天禧通寶SK－２２１３９熈寧元寶SE－３０２２１寛永通寶１面　遺構面３

４２と銹着天□□寶SK－３０８４０２／４欠損（開）元（通）寶SE－３０２２２嘉祐通寶１面　遺構面４

４１と銹着□□元寶SK－３０８４１皇宋通寶SE－４６５２３１／４欠損（嘉）祐通寶１面　遺構面５

淳熈元寶SK－３０８４２元豊通寶SE－４６５２４釘銹着□□□□１面　遺構面６

治平元寶SK－３０８４３皇宋通寶SE－４６５２５３／４欠損□×××１面　遺構面７

□□□□SK－３０８４４□□□□SE－４６５２６皇宋通寶３面　遺構面８

□□□□SK－３０８４５永樂通寶SK－１０７２７元豊通寶３面　遺構面９

４８と銹着□□元寶SK－３０８４６永樂通寶SK－１１２２８天聖元寶３面　遺構面１０

４７と銹着□□□□SK－３０８４７祥符元寶SK－１１７２９２／４欠損□□××３面　遺構面１１

２／４欠損（皇）宋（通）寶SK－３０８４８淳化元寶SK－１１７３０２／４欠損元××寶３面　遺構面１２

２／４欠損□□××SK－３０８４９湯廻り不良か開元通寶SK－１１７３１土器付着紹聖元寶３面上包含層１３

２／４欠損××元寶SK－３０９５０□□元寶SK－１１７３２咸平元寶３面上包含層１４

政和通寶SK－３１１５１□□□□SK－１１７３３熈寧元寶３面上包含層１５

紹聖元寶SK－３１３５２□□□□SK－１１７３４２／４欠損□□××３面上包含層１６

現代の井戸元祐通寶カクラン（井戸）掘方中５３２／４欠損□□××SK－１１７３５２／４欠損□□××３面上包含層１７

現代の井戸寛永通寶カクラン（井戸）掘方中５４１／４欠損寛永（通）寶SK－１１８　下層３６祥符元寶SD－２０２（東）１８

□：判読不能　×：欠損

枚数時代初鋳年銭　銘枚数時代初鋳年銭　銘枚数時代初鋳年銭　銘

１北宋１１１１政和通寶４北宋１０３９皇宋通寶３唐６２１開元通寶

１南宋１１７４淳熈元寶２北宋１０５７嘉祐通寶１北宋９７７太平通寶

２明１３６８永樂通寶１北宋１０６４治平元寶１北宋９９０淳化元寶

５江戸寛永通寶２北宋１０６８熈寧元寶１北宋９９９咸平元寶

１２解読不能２北宋１０７８元豊通寶２北宋１００８祥符元寶

９欠損１北宋１０９３元祐通寶１北宋１０１８天禧通寶

計５４枚２北宋１０９４紹聖元寶１北宋１０２３天聖元寶

（補記）調査実施中の平成１７年３月２０日午前１０時５３分に福岡県西

方沖地震が発生し、市内各所に多大な被害をもたらした。辛い調

査には最小限の被害でとどまったが、この地震は博多遺跡群のよ

うな遺構面が深く軟弱な遺跡調査の安全性について再考を促す契

機となった。この場を借りて地震や水害に対する安全性に対して

各方面にさらに注意を喚起し、自らにも猛省を促したい。



図版１

（１）SK－１１８（東から） （２）SK－１２６（北から）

（３）SD－２０２西側（北から） （４）SK－２１５（西から）

（５）SE－４６５（北西から） （６）SE－５０２（東から）



図版２

（１）第１面全景（西から）

（２）第２面全景（西から）

（３）第３面全景（西から）



図版３

（１）第４面全景（西から）

（２）第５面全景（西から）

（３）SD－２０２東側（東から）



図版４

出土動物骨
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特記事項主な遺物主な遺構主な時代遺跡種別調査原因

中世：中国陶磁器・
高麗陶磁器・国産陶
器・獣骨・銅銭
近世：国産陶磁器・
獣骨

中世：土坑・土壙墓
３９、井戸４、溝状遺
構２
近世以降：土坑２４、
井戸２

中世・近世
（１２～１８世
紀）

集落共同住宅建築

　５面の調査を実施した。上面より第１面は標高５mで、１６～１７世紀の遺構・遺物が検出される。近代以降の攪乱が
多く、検出された遺構も不整形の用途不明土坑が多い。第２面は標高４．４mで、整地層群の最上面に設定する。第２
面では１４～１５世紀の遺構・遺物を検出する。町筋に関係するとみられる石敷きの溝状遺構が検出される。溝内から
板碑破片が検出される。検出された土坑は第１面と同様に用途不明の不整形土坑が多い。第３面は標高３．９mで、整
地層群の中位に設定する。第３面では１３～１４世紀の遺構・遺物を検出する。土壙墓とみられる幅１m長さ１．５m程度
の長方形の掘り込みが多数切り合い、完形の碗・土師皿、刀子などが土壙墓内から検出される。切り合いの程度か
らみて、かなりの墓葬が密集していたとみられる。第４面は標高３．６mで、整地層群最下面、黒褐色砂質土層上面で
設定する。井戸・土坑・柱穴などが検出される。井戸は桶枠で検出面からさらに２m以上掘りこまれる。第５面は
標高３．１mで明褐色砂丘層上面に設定する。ビット・井戸を検出する。井戸は２基でいずれも桶枠とみられる。遺構
内からの遺物の量は少ない。
　土壙墓群は近在する聖福寺との関連で考えることができる。確認できた最も古い遺物は１１世紀後半～１２世紀前半
の玉縁口縁をもつ白磁碗破片であるが、この地点での上限はさらに上る可能性がある。
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